
中国の文化Ⅲ 
 

日中文化交流史 
 

第四回 遣唐使の時代 



倭
に
は
、
中
国
や
朝
鮮
半
島
か
ら

の
多
く
の
移
民
が
い
た
と
い
い
ま

す
が
、
そ
の
子
孫
は
い
ま
も
日
本

に
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

質
問 



日
本
に
は
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
も

載
っ
て
い
る
世
界
一
歴
史
の
古
い

も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
何
か
？ 

 

①
寺
院 

②
企
業 

 

Q 



NHK ETV特集「日本と朝鮮の2000年（３）仏教伝来」より 



 

六
世
紀
以
前
の
倭
は
、
南
朝
梁
の
「
職

貢
図
」
に
描
か
れ
た
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア

の
一
途
上
国
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
倭

の
発
展
を
支
え
た
の
が
、
大
陸
や
朝
鮮
半

島
の
人
々
が
伝
え
た
先
進
的
な
文
化
や
技

術
で
あ
っ
た
。 



南朝梁「職貢図」（北宋写本 中国歴史博物館蔵） 



ミトコンドリアＤＮＡハプログループの比較 

    新羅 

高句麗 

 
 
 

  北朝 
  異民族王朝 

南朝 
漢民族の亡命政権 

百済 

先進文化・技術 

軍事的支援 

倭 

5～6世紀ごろの東アジア 



 

六
世
紀
の
末
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
、

東
ア
ジ
ア
は
大
統
一
の
時
代
を
迎
え
る
。 

 

大
陸
で
は
、
約
四
〇
〇
年
に
及
ん
だ
分

裂
の
時
代
に
終
止
符
を
打
た
れ
、
中
国
全

土
を
統
一
し
た
巨
大
帝
国
が
誕
生
す
る
。

隋
の
建
国
で
あ
る
。 



ミトコンドリアＤＮＡハプログループの比較 

    新羅 

高句麗 

 
 
 

  北朝 
  異民族王朝 

南朝 
漢民族の亡命政権 

百済 倭 

5～6世紀ごろの東アジア 



 隋 
   589年建国 

      新羅 
百済 

高句麗 

突厥 
 
 

6世紀末の東アジア 

倭 



 

隋
は
東
ア
ジ
ア
に
新
た
な
国
際
秩
序
を

築
く
た
め
、
高
句
麗
へ
の
遠
征
を
始
め
る
。

い
っ
ぽ
う
隋
と
の
外
交(
第
一
回
遣
隋
使)

に
失
敗
し
た
倭
は
、
冠
位
十
二
階
や
憲
法

十
七
条
の
制
定
な
ど
の
「
近
代
化
」
を
進

め
、
平
和
外
交
を
通
じ
て
、
隋
と
の
間
に

対
等
な
国
家
関
係
を
樹
立
す
る
。 



 隋 
   589年建国 

      新羅 
百済 

高句麗 

突厥 
 
 

6世紀末の東アジア 

倭 

隋の高句麗遠征 
(598-614年) 



 隋 
   589年建国 

      新羅 
百済 

高句麗 

大興(現在の西安) 

突厥 
 
 

6世紀末の東アジア 

倭 

隋の高句麗遠征 
(598-614年) 

遣隋使 
  (600-615年) 



 

隋
は
、
高
句
麗
遠
征
の
失
敗
や
大
運
河

の
建
設
に
よ
っ
て
民
衆
の
支
持
を
失
い
、

建
国
か
ら
わ
ず
か
三
十
年
ほ
ど
で
滅
亡
す

る
。
隋
に
代
わ
っ
て
唐
が
建
国
す
る
と
、

倭
は
引
き
続
き
使
節
を
送
り
、
平
和
外
交

を
行
う
と
と
も
に
、
大
陸
の
先
進
的
な
文

化
の
導
入
に
努
め
る
。 



 隋 
  589年建国 

      新羅 
百済 

高句麗 

突厥 
 
 

6世紀末の東アジア 

倭 

  大運河の建設 

隋の高句麗遠征 
(598-614年) 



 唐 
  618年建国 

      新羅 
百済 

高句麗 

突厥 
 
 

6世紀末の東アジア 

倭 

長安(現在の西安) 
遣唐使 

  (630-836年) 



 

東
ア
ジ
ア
に
新
た
な
国
際
秩
序
を
築
く

た
め
、
唐
は
朝
鮮
半
島
の
新
羅
と
手
を
結

ん
で
百
済
を
滅
亡
さ
せ
る
。 

 

唐
の
軍
事
的
脅
威
に
危
機
感
を
抱
い
た

倭
は
、
百
済
を
復
興
さ
せ
、
唐
と
の
緩
衝

地
帯
に
し
よ
う
と
、
六
六
三
年
、
朝
鮮
半

島
に
出
兵
す
る
。
日
本
古
代
史
上
最
大
の

戦
争
と
な
っ
た
白
村
江
の
戦
い
で
あ
る
。 



 唐 
  618年建国 

7世紀の東アジア 

     新羅 
 百済 

660年滅亡 

高句麗 

倭 



唐の水軍 

 
 
 

日本の水軍 

新羅軍 

白村江の戦い 
663年 



 

白
村
江
の
戦
い
は
、
唐
・
新
羅
連
合
軍

の
圧
勝
に
終
わ
り
、
そ
の
五
年
後
、
高
句

麗
も
滅
ぼ
さ
れ
、
朝
鮮
半
島
は
新
羅
に

よ
っ
て
統
一
さ
れ
る
。 

 

戦
い
に
敗
れ
た
倭
は
、
唐
と
の
外
交
関

係
が
三
十
年
以
上
も
中
断
す
る
中
、
帰
国

し
た
留
学
生
た
ち
を
ブ
レ
イ
ン
と
し
て
、

さ
ら
な
る
「
近
代
化
」
を
進
め
、
国
号
も

「
日
本
」
と
改
め
て
、
再
び
唐
と
の
平
和

外
交
を
開
始
す
る
。 



 唐 
  618年建国 

7世紀の東アジア 

高句麗 
668年滅亡 

倭 
     新羅 

 



 唐 
  618年建国 

7世紀の東アジア 

新羅 
676年統一 倭 



目次 
 

第一節 遣使の派遣回数と時代区分 

第二節 最初の留学生たち 

第三節 白村江の戦いと遣唐使 

第四節 最盛期の遣唐使たち 



第一節 遣使の派遣回数と時代区分 



遣
隋
使
、
遣
唐
使
は
そ
れ
ぞ
れ
何

回
派
遣
さ
れ
た
の
か
？ 

 

①
遣
隋
使
二
回
、
遣
唐
使
六
回 

 

②
遣
隋
使
四
回
、
遣
唐
使
十
五
回 

Q 



 

西
暦
六
〇
〇
年
に
初
め
て
遣
隋
使
が
派

遣
さ
れ
て
か
ら
、
八
三
六
年
に
最
後
の
遣

唐
使
が
派
遣
さ
れ
る
ま
で
の
二
三
六
年
の

間
に
、
遣
隋
使
は
四
回
、
遣
唐
使
は
十
五

回
＊

派
遣
さ
れ
た
。 

 

＊
中
止
さ
れ
た
も
の
、
途
中
帰
国
し
た
も
の
を
除
く 



西暦 中国 日本 遣使 備考 
600年 隋文帝開皇20年 推古8年 第一回遣隋使 日本書紀に記録なし 
607年 隋煬帝大業 3年 15年 第二回遣隋使 小野妹子を派遣 
608年 4年 16年 第三回遣隋使 送使 留学生の派遣を開始 
614年 10年 22年 第四回遣隋使 
618年 隋が滅亡し、唐が建国 
630年 唐太宗貞観 4年 舒明2年 第一回遣唐使 
653年 唐高宗永徽 4年 白雉4年 第二回遣唐使 
654年 5年 5年 第三回遣唐使 
659年 顕慶 4年 斉明5年 第四回遣唐使 
663年 白村江の戦い 
665年 麟徳 2年 天智4年 第五回遣唐使 
667年 乾封 2年 6年 途中帰国 送使(百済まで) 
669年 総章 2年 8年 第六回遣唐使 

30年以上にわたり遣唐使の派遣を中断 
702年 武則天長安 2年 大宝2年 第七回遣唐使 
717年 唐玄宗開元 5年 養老元年 第八回遣唐使 阿倍仲麻呂、井真成らが唐に留学 
733年 21年 天平5年 第九回遣唐使 
746年 天宝 5年 18年 中止 
752年 11年 天平勝宝4年 第十回遣唐使 唐から鑑真上人を招来 
759年 唐粛宗乾元 2年 天平宝字3年 第十一回遣唐使 
762年 唐代宗宝応元年 6年 中止(二回) 
777年 大暦12年 宝亀8年 第十二回遣唐使 
780年 唐徳宗建中元年 11年 第十三回遣唐使 
804年 貞元20年 延暦23年 第十四回遣唐使 
836年 唐文宗開成元年 承和5年 第十五回遣唐使 
894年 唐昭宗乾寧元年 寛平6年 中止 菅原道真の建議により中止 
907年 唐が滅亡 



西暦 中国 日本 遣使 時代区分 
600年 隋文帝開皇20年 推古8年 第一回遣隋使 

遣隋使 
（日中交流の草創期） 

607年 隋煬帝大業 3年 15年 第二回遣隋使 
608年 4年 16年 第三回遣隋使 
614年 10年 22年 第四回遣隋使 
618年 隋が滅亡し、唐が建国 
630年 唐太宗貞観 4年 舒明2年 第一回遣唐使 

遣唐使 
（第一期 遣隋使の延長） 

653年 唐高宗永徽 4年 白雉4年 第二回遣唐使 
654年 5年 5年 第三回遣唐使 
659年 顕慶 4年 斉明5年 第四回遣唐使 
663年 白村江の戦い 
665年 麟徳 2年 天智4年 第五回遣唐使 

遣唐使 
（第二期 戦後処理の外交交渉） 

667年 乾封 2年 6年 途中帰国 
669年 総章 2年 8年 第六回遣唐使 

30年以上にわたり遣唐使の派遣を中断 
702年 武則天長安 2年 大宝2年 第七回遣唐使 

遣唐使 
（第三期 最盛期） 

717年 唐玄宗開元 5年 養老元年 第八回遣唐使 
733年 21年 天平5年 第九回遣唐使 
746年 天宝 5年 18年 中止 
752年 11年 天平勝宝4年 第十回遣唐使 
759年 唐粛宗乾元 2年 天平宝字3年 第十一回遣唐使 
762年 唐代宗宝応元年 6年 中止(二回) 
777年 大暦12年 宝亀8年 第十二回遣唐使 

遣唐使 
（第四期 衰退期） 

780年 唐徳宗建中元年 11年 第十三回遣唐使 
804年 貞元20年 延暦23年 第十四回遣唐使 
836年 唐文宗開成元年 承和5年 第十五回遣唐使 
894年 唐昭宗乾寧元年 寛平6年 中止 
907年 唐が滅亡 



第二節 最初の留学生たち 



西暦 中国 日本 遣使 

600年 隋文帝開皇20年 推古 8年 第一回遣隋使 

607年 隋煬帝大業 3年 15年 第二回遣隋使 

608年 4年 16年 第三回遣隋使(最初の留学生を派遣) 

614年 10年 22年 第四回遣隋使 

618年 隋が滅亡し、唐が建国 

623年 唐高祖武徳 6年 31年 第一期留学生の倭漢直福因が帰国 

630年 唐太宗貞観 4年 舒明 2年 第一回遣唐使 

640年 14年 12年 
第一期留学生の南淵漢人請安、高向漢人
玄理が帰国 

644年 18年 皇極 3年 
中大兄皇子と中臣鎌足、南淵漢人請安か
ら儒教を学ぶ 

645年 19年 大化元年 

大化の改新によって誕生した中大兄皇子
らの新政権は、第一期留学生の新漢人日
文（僧旻）と高向漢人玄理を国博士に迎
え、唐の制度に倣って新たな国づくりを
始める 



第
三
次
遣
隋
使(

送
使) 

  

九
月
辛
巳
、
隋
使
・
裴
世
清
が
任
務
を

終
え
て
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ

で
再
び
小
野
妹
子
を
大
使
と
し
、
吉
士
雄

成(

き
し
の
お
な
り)

を
小
使
と
し
、(

鞍
作)

福

利
を
通
訳
と
し
て
隋
使
に
随
行
さ
せ
た
。 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
二
二
推
古
天
皇
十
六
年 

日本書紀(國學院大學図書館蔵) 



隋
に
派
遣
さ
れ
た
最
初
の
留
学
生
た
ち 

  
こ
の
時
、
隋
に
派
遣
さ
れ
た
学
生
は
、

倭
漢
直
福
因(

や
ま
と
の
あ
や
の
あ
た
い
ふ
く
い
ん) 

奈
羅
訳
語
恵
明(

な
ら
の
お
さ
え
み
ょ
う) 

高
向
漢
人
玄
理(
た
か
む
く
の
あ
や
ひ
と
く
ろ
ま
ろ) 

新
漢
人
大
国(
い
ま
き
の
あ
や
ひ
と
お
お
く
に) 

 

学
問
僧
は
、 

新
漢
人
日
文(

い
ま
き
の
あ
や
ひ
と
に
ち
も
ん) 

南
淵
漢
人
請
安(

み
な
み
ぶ
ち
の
あ
や
ひ
と
し
ょ
う
あ
ん) 

志
賀
漢
人
恵
隠(

し
が
の
あ
や
ひ
と
え
い
ん) 

漢
人
広
済(

あ
や
ひ
と
こ
う
さ
い) 

な
ど
、
あ
わ
せ
て
八
人
で
あ
っ
た
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

日
本
書
紀
巻
二
二
推
古
天
皇
十
六
年 

日本書紀(國學院大學図書館蔵) 



 

倭
に
は
、
大
陸
や
朝
鮮
半
島
か
ら
来
た

多
く
の
移
民
が
暮
ら
し
て
い
た
。
日
本
史

に
い
う
「
渡
来
人
」
あ
る
い
は
「
帰
化

人
」
で
あ
る
。 

 

倭
は
こ
う
し
た
移
民
の
若
者
た
ち
を
最

初
の
留
学
生
に
抜
擢
す
る
こ
と
で
、
い
ち

早
く
大
陸
の
先
進
的
な
制
度
や
文
化
を
受

容
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 



第
三
次
遣
隋
使
と
と
も
に
隋
に

渡
っ
た
最
初
の
留
学
生
た
ち
は
、

隋
が
滅
亡
し
、
唐
が
建
国
し
た
後
、

ど
う
な
っ
た
か
？ 

 

①
唐
の
先
進
的
な
文
化
に
憧
れ
、

そ
の
ま
ま
定
住
し
て
帰
っ
て
来

な
か
っ
た 

②
帰
国
し
て
、
唐
の
先
進
的
な
制

度
を
紹
介
し
、
交
流
を
続
け
る

よ
う
進
言
し
た 

Q 



西暦 中国 日本 遣使 

600年 隋文帝開皇20年 推古 8年 第一回遣隋使 

607年 隋煬帝大業 3年 15年 第二回遣隋使 

608年 4年 16年 第三回遣隋使(第一期留学生を派遣) 

614年 10年 22年 第四回遣隋使 

618年 隋が滅亡し、唐が建国 

623年 唐高祖武徳 6年 31年 第一期留学生の倭漢直福因らが帰国 

630年 唐太宗貞観 4年 舒明 2年 第一回遣唐使 

640年 14年 12年 
第一期留学生の南淵漢人請安、高向漢人
玄理が帰国 

644年 18年 皇極 3年 
中大兄皇子と中臣鎌足、南淵漢人請安か
ら儒教を学ぶ 

645年 19年 大化元年 

大化の改新によって誕生した中大兄皇子
らの新政権は、第一期留学生の新漢人日
文（僧旻）と高向漢人玄理を国博士に迎
え、唐の制度に倣って新たな国づくりを
始める 



帰
国
し
た
留
学
生
た
ち 

  
(

六
二
三
年
、
新
羅
と
任
那
の
使
節
が

来
朝
し)

唐
に
留
学
し
て
い
た
学
問
僧
・

恵
済
、
恵
光
、
医
師
・
恵
日
、
倭
漢
直
福

因
ら
が(

新
羅
大
使
の)

智
洗
爾
ら
と
と
も

に
帰
朝
し
た
。
恵
日
ら
は
と
も
に
上
奏
し

て
い
っ
た
。
「
唐
に
留
学
し
て
い
る
学
生

た
ち
は
学
業
も
修
ま
っ
た
の
で
帰
国
さ
せ
、

ま
た
唐
は
法
制
度
の
整
っ
た
優
れ
た
国
な

の
で
交
流
を
続
け
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
」 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
二
二 

推
古
天
皇
三
一
年 



西暦 中国 日本 遣使 

600年 隋文帝開皇20年 推古 8年 第一回遣隋使 

607年 隋煬帝大業 3年 15年 第二回遣隋使 

608年 4年 16年 第三回遣隋使(最初の留学生を派遣) 

614年 10年 22年 第四回遣隋使 

618年 隋が滅亡し、唐が建国 

623年 唐高祖武徳 6年 31年 第一期留学生の倭漢直福因が帰国 

630年 唐太宗貞観 4年 舒明 2年 第一回遣唐使 

640年 14年 12年 
第一期留学生の南淵漢人請安、高向漢人
玄理が帰国 

644年 18年 皇極 3年 
中大兄皇子と中臣鎌足、南淵漢人請安か
ら儒教を学ぶ 

645年 19年 大化元年 

大化の改新によって誕生した中大兄皇子
らの新政権は、第一期留学生の新漢人日
文（僧旻）と高向漢人玄理を国博士に迎
え、唐の制度に倣って新たな国づくりを
始める 



留
学
生
が
、
大
陸
や
朝
鮮
半
島
の

新
た
な
情
勢
を
伝
え
る
と
、
日
本

国
内
で
は
外
交
方
針
を
め
ぐ
っ
て

大
政
変
が
起
こ
る
。
そ
の
政
変
と

は
何
か
？ 

 

①
乙
巳
の
変(

大
化
の
改
新) 

 

②
丁
未
の
乱(

物
部
守
屋
の
乱) 

Q 
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多武峰縁起絵巻（奈良県櫻井市談山神社蔵） 

中臣鎌足 

中大兄皇子 

蘇我入鹿 

皇極天皇 



中
大
兄
皇
子
と
中
臣
鎌
足
は
、
ど

の
よ
う
な
人
物
か
ら
大
陸
や
朝
鮮

半
島
の
文
化
を
学
ん
だ
の
か
？ 

 

①
高
句
麗
や
百
済
か
ら
来
た
僧
侶 

 

②
帰
国
し
た
留
学
生 

Q 



大
陸
の
文
化
を
伝
え
た
留
学
生 

 
（
中
大
兄
皇
子
と
中
臣
鎌
足
は
）
と
も
に

書
物
を
携
え
、
南
淵
（
請
安
）
先
生
の
と

こ
ろ
で
周
・
孔
の
教
え
①

を
学
ん
だ
。 

 

〔
注
釈
〕 

①
周
・
孔
と
は
、
周
公
と
孔
子
の
こ
と
。
周
・
孔
の
教
え

と
は
、
漢
代
以
降
、
中
国
の
国
教
と
な
っ
た
儒
教
を
指

す
。 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
二
四 

皇
極
天
皇
三
年 

日本書紀（早稲田大学図書館蔵） 



隋
に
派
遣
さ
れ
た
最
初
の
留
学
生
た
ち 

  
(

六
〇
八
年
に)

隋
に
派
遣
さ
れ
た
学
生
は
、

倭
漢
直
福
因(

や
ま
と
の
あ
や
の
あ
た
い
ふ
く
い
ん) 

奈
羅
訳
語
恵
明(

な
ら
の
お
さ
え
み
ょ
う) 

高
向
漢
人
玄
理(
た
か
む
く
の
あ
や
ひ
と
く
ろ
ま
ろ) 

新
漢
人
大
国(
い
ま
き
の
あ
や
ひ
と
お
お
く
に) 

 

学
問
僧
は
、 

新
漢
人
日
文(

い
ま
き
の
あ
や
ひ
と
に
ち
も
ん) 

南
淵
漢
人
請
安(

み
な
み
ぶ
ち
の
あ
や
ひ
と
し
ょ
う
あ
ん) 

志
賀
漢
人
恵
隠(

し
が
の
あ
や
ひ
と
え
い
ん) 

漢
人
広
済(

あ
や
ひ
と
こ
う
さ
い) 

な
ど
、
あ
わ
せ
て
八
人
で
あ
っ
た
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

日
本
書
紀
巻
二
二
推
古
天
皇
十
六
年 

日本書紀(國學院大學図書館蔵) 



大
陸
の
文
化
を
伝
え
た
留
学
生 

  
舒
明
天
皇
十
二
年(

六
四
〇
年)

冬
十
月
、

唐
へ
留
学
し
て
い
た
学
問
僧
・
清
安
（
南

淵
漢
人
請
安
）
と
学
生
・
高
向
漢
人
玄
理

が
新
羅
を
通
り
、
百
済
、
新
羅
の
朝
貢
使

節
と
と
も
に
帰
国
し
た
。 

 

日
本
書
紀
巻
二
三
舒
明
天
皇
十
二
年 

日本書紀(國學院大學図書館蔵) 



西暦 中国 日本 遣使 

600年 隋文帝開皇20年 推古 8年 第一回遣隋使 

607年 隋煬帝大業 3年 15年 第二回遣隋使 

608年 4年 16年 第三回遣隋使(最初の留学生を派遣) 

614年 10年 22年 第四回遣隋使 

618年 隋が滅亡し、唐が建国 

623年 唐高祖武徳 6年 31年 第一期留学生の倭漢直福因が帰国 

630年 唐太宗貞観 4年 舒明 2年 第一回遣唐使 

640年 14年 12年 
第一期留学生の南淵漢人請安、高向漢人
玄理が帰国 

644年 18年 皇極 3年 
中大兄皇子と中臣鎌足、南淵漢人請安か
ら儒教を学ぶ 

645年 19年 大化元年 

大化の改新によって誕生した中大兄皇子
らの新政権は、第一期留学生の新漢人日
文（僧旻）と高向漢人玄理を国博士に迎
え、唐の制度に倣って新たな国づくりを
始める 



第三節 白村江の戦いと遣唐使 



 

東
ア
ジ
ア
に
新
た
な
国
際
秩
序
を
築
く

た
め
、
六
六
〇
年
、
唐
は
新
羅
と
連
合
し

て
百
済
を
滅
ぼ
す
。 

 

唐
の
軍
事
的
脅
威
に
危
機
感
を
持
っ
た

倭
は
、
百
済
を
復
興
さ
せ
て
唐
と
の
緩
衝

地
帯
に
し
よ
う
と
、
六
六
三
年
、
朝
鮮
半

島
に
出
兵
し
、
唐
・
新
羅
連
合
軍
と
の
間

で
日
本
古
代
史
上
最
大
の
戦
争
を
行
う
。

白
村
江
の
戦
い
で
あ
る
。 



西暦 中国 日本 遣使 時代区分 
600年 隋文帝開皇20年 推古8年 第一回遣隋使 

遣隋使 
（日中交流の草創期） 

607年 隋煬帝大業 3年 15年 第二回遣隋使 
608年 4年 16年 第三回遣隋使 
614年 10年 22年 第四回遣隋使 
618年 隋が滅亡し、唐が建国 
630年 唐太宗貞観 4年 舒明2年 第一回遣唐使 

遣唐使 
（第一期 遣隋使の延長） 

653年 唐高宗永徽 4年 白雉4年 第二回遣唐使 
654年 5年 5年 第三回遣唐使 
659年 顕慶 4年 斉明5年 第四回遣唐使 
663年 白村江の戦い 
665年 麟徳 2年 天智4年 第五回遣唐使 

遣唐使 
（第二期 戦後処理の外交交渉） 

667年 乾封 2年 6年 途中帰国 
669年 総章 2年 8年 第六回遣唐使 

30年以上にわたり遣唐使の派遣を中断 
702年 武則天長安 2年 大宝2年 第七回遣唐使 

遣唐使 
（第三期 最盛期） 

717年 唐玄宗開元 5年 養老元年 第八回遣唐使 
733年 21年 天平5年 第九回遣唐使 
746年 天宝 5年 18年 中止 
752年 11年 天平勝宝4年 第十回遣唐使 
759年 唐粛宗乾元 2年 天平宝字3年 第十一回遣唐使 
762年 唐代宗宝応元年 6年 中止(二回) 
777年 大暦12年 宝亀8年 第十二回遣唐使 

遣唐使 
（第四期 衰退期） 

780年 唐徳宗建中元年 11年 第十三回遣唐使 
804年 貞元20年 延暦23年 第十四回遣唐使 
836年 唐文宗開成元年 承和5年 第十五回遣唐使 
894年 唐昭宗乾寧元年 寛平6年 中止 
907年 唐が滅亡 
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西暦 中国 日本 使節 備考 
600年 隋文帝開皇20年 推古8年 第一回遣隋使 

遣隋使 
（日中交流の草創期） 

607年 隋煬帝大業 3年 15年 第二回遣隋使 
608年 4年 16年 第三回遣隋使 
614年 10年 22年 第四回遣隋使 
618年 隋が滅亡し、唐が建国 
630年 唐太宗貞観 4年 舒明2年 第一回遣唐使 

遣唐使 
（第一期 遣隋使の延長） 

653年 唐高宗永徽 4年 白雉4年 第二回遣唐使 
654年 5年 5年 第三回遣唐使 
659年 顕慶 4年 斉明5年 第四回遣唐使 
663年 白村江の戦い 
665年 麟徳 2年 天智4年 第五回遣唐使 

遣唐使 
（第二期 戦後処理の外交交渉） 

667年 乾封 2年 6年 途中帰国 
669年 総章 2年 8年 第六回遣唐使 

30年以上にわたり遣唐使の派遣を中断 
702年 武則天長安 2年 大宝2年 第七回遣唐使 

遣唐使 
（第三期 最盛期） 

717年 唐玄宗開元 5年 養老元年 第八回遣唐使 
733年 21年 天平5年 第九回遣唐使 
746年 天宝 5年 18年 中止 
752年 11年 天平勝宝4年 第十回遣唐使 
759年 唐粛宗乾元 2年 天平宝字3年 第十一回遣唐使 
762年 唐代宗宝応元年 6年 中止(二回) 
777年 大暦12年 宝亀8年 第十二回遣唐使 

遣唐使 
（第四期 衰退期） 

780年 唐徳宗建中元年 11年 第十三回遣唐使 
804年 貞元20年 延暦23年 第十四回遣唐使 
836年 唐文宗開成元年 承和5年 第十五回遣唐使 
894年 唐昭宗乾寧元年 寛平6年 中止 
907年 唐が滅亡 



太宰府 



水城跡： 白村江の戦いの翌年、天智3年(664)年に大宰府防衛
のために構築された土塁。全長約1.2km、幅80m、
高さ13m、博多側には幅60mの濠があった。 

大野城跡：水城構築の翌年(665)、百済亡命貴族の指揮下で造
られた朝鮮式山城 

http://maps.google.com/maps?q=33.519,130.493824


第四節 最盛期の遣唐使たち 



 

白
村
江
の
戦
い
か
ら
四
十
年
近
く
が
過

ぎ
た
大
宝
二
年(

七
〇
二
年)
、
三
十
三
年

ぶ
り
に
遣
唐
使
が
派
遣
さ
れ
た
。 



西暦 中国 日本 遣使 時代区分 
600年 隋文帝開皇20年 推古8年 第一回遣隋使 

遣隋使 
（日中交流の草創期） 

607年 隋煬帝大業 3年 15年 第二回遣隋使 
608年 4年 16年 第三回遣隋使 
614年 10年 22年 第四回遣隋使 
618年 隋が滅亡し、唐が建国 
630年 唐太宗貞観 4年 舒明2年 第一回遣唐使 

遣唐使 
（第一期 遣隋使の延長） 

653年 唐高宗永徽 4年 白雉4年 第二回遣唐使 
654年 5年 5年 第三回遣唐使 
659年 顕慶 4年 斉明5年 第四回遣唐使 
663年 白村江の戦い 
665年 麟徳 2年 天智4年 第五回遣唐使 

遣唐使 
（第二期 戦後処理の外交交渉） 

667年 乾封 2年 6年 途中帰国 
669年 総章 2年 8年 第六回遣唐使 

30年以上にわたり遣唐使の派遣を中断 
702年 武則天長安 2年 大宝2年 第七回遣唐使 

遣唐使 
（第三期 最盛期） 

717年 唐玄宗開元 5年 養老元年 第八回遣唐使 
733年 21年 天平5年 第九回遣唐使 
746年 天宝 5年 18年 中止 
752年 11年 天平勝宝4年 第十回遣唐使 
759年 唐粛宗乾元 2年 天平宝字3年 第十一回遣唐使 
762年 唐代宗宝応元年 6年 中止(二回) 
777年 大暦12年 宝亀8年 第十二回遣唐使 

遣唐使 
（第四期 衰退期） 

780年 唐徳宗建中元年 11年 第十三回遣唐使 
804年 貞元20年 延暦23年 第十四回遣唐使 
836年 唐文宗開成元年 承和5年 第十五回遣唐使 
894年 唐昭宗乾寧元年 寛平6年 中止 
907年 唐が滅亡 



当
時
、
中
国
の
人
々
は
、
日
本
に

ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
た
の
か
？ 

 

①
好
戦
的
で
野
蛮
な
国 

 

②
豊
か
で
礼
儀
正
し
い
国 

Q 



第七回遣唐使 
702年 

楚州塩城県 



唐
の
対
日
イ
メ
ー
ジ(

日
本
側
の
記
録) 

  

七
月
甲
申
朔
、
正
四
位
下
・
粟
田
朝
臣

真
人(

あ
わ
た
の
あ
そ
ん
ま
ひ
と)

が
唐
か
ら
帰
国
し

た
。
唐
に
着
い
た
ば
か
り
の
こ
ろ
、
あ
る

人
が
尋
ね
た
。
「
ど
こ
の
国
の
使
節
の
方

で
す
か
」
「
日
本
国
の
使
節
で
す
」
我
々

の
使
節
が
「
こ
こ
は
何
と
い
う
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
」
と
尋
ね
返
す
と
「
周
の
楚
州

塩
城
縣
で
す
」
と
答
え
た
。 

 

『
続
日
本
紀
』
巻
三 

慶
雲
元
年
（
七
〇
四
年
） 



唐
の
対
日
イ
メ
ー
ジ(

日
本
側
の
記
録) 

 
「
以
前
は
唐
と
称
し
て
い
た
の
に
、
な
ぜ

周
と
国
名
を
変
え
た
の
で
す
か
」
と
尋
ね

る
と
、
「
永
淳
二
年
（
六
八
三
年
）
に
高

宗
が
崩
御
さ
れ
る
と
、
則
天
武
后
が
即
位

し
て
聖
神
皇
帝
と
称
さ
れ
、
国
名
を
周
と

改
め
た
の
で
す
」
と
答
え
た
。 

 

『
続
日
本
紀
』
巻
三 
慶
雲
元
年
（
七
〇
四
年
） 



唐
の
人
々
の
日
本
の
イ
メ
ー
ジ 

  
問
答
が
ほ
ぼ
終
わ
る
と
、
唐
の
人
は

我
々
の
使
節
に
こ
う
い
っ
た
。 

「
海
の
東
に
あ
る
倭
と
い
う
国
は
君
子
の

国
で
、
人
々
は
豊
か
で
礼
義
正
し
い
と
よ

く
聞
い
て
い
ま
し
た
。
い
ま
使
節
の
方
々

の
立
派
な
様
子
を
見
て
、
そ
れ
が
本
当
だ

と
わ
か
り
ま
し
た
」 

 

そ
う
言
い
終
わ
る
と
去
っ
て
行
っ
た
。 

 

『
続
日
本
紀
』
巻
三
慶
雲
元
年
（
七
〇
四
） 



唐
の
対
日
イ
メ
ー
ジ(

中
国
側
の
記
録) 

  
長
安
三
年(

七
〇
三
年)

、
日
本
国
の
大

臣
・
朝
臣
真
人(

粟
田
真
人)

が
朝
貢
に
来

た
。
朝
臣
真
人
と
い
う
の
は
、
中
国
の
戸

部
尚
書
の
よ
う
な
官
職
で
、
進
徳
冠
を
か

ぶ
り
、
そ
の
頂
を
花
模
様
に
し
、
四
方
に

分
け
て
い
た
。
紫
の
袍
を
身
に
つ
け
、
絹

を
腰
帶
に
し
て
い
た
。 

 

『
旧
唐
書
』
卷
一
四
九 

東
夷
伝
日
本
國 

 



唐
の
対
日
イ
メ
ー
ジ(

中
国
側
の
記
録) 

  
真
人
は
経
史
を
読
む
の
を
好
み
、
文
章

を
書
く
こ
と
が
で
き
、
容
貌
や
身
の
こ
な

し
も
優
雅
で
あ
っ
た
。
則
天
武
后
は
麟
德

殿
で
宴
を
開
き
、
司
膳
卿
の
位
を
授
け
て
、

本
国
に
帰
還
さ
せ
た
。 

 

『
旧
唐
書
』
卷
一
四
九 

東
夷
伝
日
本
國 

 



西暦 中国 日本 遣使 時代区分 
600年 隋文帝開皇20年 推古8年 第一回遣隋使 

遣隋使 
（日中交流の草創期） 

607年 隋煬帝大業 3年 15年 第二回遣隋使 
608年 4年 16年 第三回遣隋使 
614年 10年 22年 第四回遣隋使 
618年 隋が滅亡し、唐が建国 
630年 唐太宗貞観 4年 舒明2年 第一回遣唐使 

遣唐使 
（第一期 遣隋使の延長） 

653年 唐高宗永徽 4年 白雉4年 第二回遣唐使 
654年 5年 5年 第三回遣唐使 
659年 顕慶 4年 斉明5年 第四回遣唐使 
663年 白村江の戦い 
665年 麟徳 2年 天智4年 第五回遣唐使 

遣唐使 
（第二期 戦後処理の外交交渉） 

667年 乾封 2年 6年 途中帰国 
669年 総章 2年 8年 第六回遣唐使 

30年以上にわたり遣唐使の派遣を中断 
702年 武則天長安 2年 大宝2年 第七回遣唐使 

遣唐使 
（第三期 最盛期） 

717年 唐玄宗開元 5年 養老元年 第八回遣唐使 
733年 21年 天平5年 第九回遣唐使 
746年 天宝 5年 18年 中止 
752年 11年 天平勝宝4年 第十回遣唐使 
759年 唐粛宗乾元 2年 天平宝字3年 第十一回遣唐使 
762年 唐代宗宝応元年 6年 中止(二回) 
777年 大暦12年 宝亀8年 第十二回遣唐使 

遣唐使 
（第四期 衰退期） 

780年 唐徳宗建中元年 11年 第十三回遣唐使 
804年 貞元20年 延暦23年 第十四回遣唐使 
836年 唐文宗開成元年 承和5年 第十五回遣唐使 
894年 唐昭宗乾寧元年 寛平6年 中止 
907年 唐が滅亡 

701年 大宝律令(法に基づく諸制度の整備) 



西暦 中国 日本 遣使 時代区分 
600年 隋文帝開皇20年 推古8年 第一回遣隋使 

遣隋使 
（日中交流の草創期） 

607年 隋煬帝大業 3年 15年 第二回遣隋使 
608年 4年 16年 第三回遣隋使 
614年 10年 22年 第四回遣隋使 
618年 隋が滅亡し、唐が建国 
630年 唐太宗貞観 4年 舒明2年 第一回遣唐使 

遣唐使 
（第一期 遣隋使の延長） 

653年 唐高宗永徽 4年 白雉4年 第二回遣唐使 
654年 5年 5年 第三回遣唐使 
659年 顕慶 4年 斉明5年 第四回遣唐使 
663年 白村江の戦い 
665年 麟徳 2年 天智4年 第五回遣唐使 

遣唐使 
（第二期 戦後処理の外交交渉） 

667年 乾封 2年 6年 途中帰国 
669年 総章 2年 8年 第六回遣唐使 

30年以上にわたり遣唐使の派遣を中断 
702年 武則天長安 2年 大宝2年 第七回遣唐使 

遣唐使 
（第三期 最盛期） 

717年 唐玄宗開元 5年 養老元年 第八回遣唐使 
733年 21年 天平5年 第九回遣唐使 
746年 天宝 5年 18年 中止 
752年 11年 天平勝宝4年 第十回遣唐使 
759年 唐粛宗乾元 2年 天平宝字3年 第十一回遣唐使 
762年 唐代宗宝応元年 6年 中止(二回) 
777年 大暦12年 宝亀8年 第十二回遣唐使 

遣唐使 
（第四期 衰退期） 

780年 唐徳宗建中元年 11年 第十三回遣唐使 
804年 貞元20年 延暦23年 第十四回遣唐使 
836年 唐文宗開成元年 承和5年 第十五回遣唐使 
894年 唐昭宗乾寧元年 寛平6年 中止 
907年 唐が滅亡 



遣
唐
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
留
学

生
の
中
に
は
、
学
業
優
秀
で
唐
の

役
人
に
取
り
立
て
ら
れ
る
者
も
い

た
。
第
八
回
遣
唐
使
の
一
員
と
し

て
唐
に
留
学
し
、
唐
の
役
人
と

な
っ
た
の
誰
か
？ 

 

①
阿
倍
仲
麻
呂 

 

②
菅
原
道
真 

Q 



阿
倍
仲
麻
呂
（
六
九
八
～
七
七
〇)  

  
七
一
六
年
、
十
九
歳
で
遣
唐
留
学
生
に

選
ば
れ
、
翌
年
、
第
八
回
遣
唐
使
に
従
っ

て
唐
に
渡
る
。
唐
の
太
学
に
学
び
、
科
挙

に
合
格
、
官
吏
と
な
っ
た
。
中
国
名
を
朝

衡(

晁
衡)

と
名
乗
り
、
王
維
や
李
白
ら
と
も

親
交
が
あ
っ
た
。
七
五
二
年
、
第
十
回
遣

唐
使
と
と
も
に
帰
国
を
図
る
が
、
船
が
ベ

ト
ナ
ム
に
漂
着
。
帰
国
を
果
た
せ
ぬ
ま
ま
、

七
十
三
歳
で
長
安
に
没
し
た
。 



遣唐使・井真成の墓誌蓋と墓誌石（39.5cm×39.5cm） 

 

遣
唐
使
と
と
も
に
入
唐
し
た
留
学
生
の

中
に
は
、
現
地
で
亡
く
な
る
者
も
い
た
。

唐
が
そ
う
し
た
留
学
生
た
ち
を
手
厚
く

弔
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
遺
物
が
、
二

〇
〇
四
年
、
唐
の
都
で
あ
っ
た
西
安
で
発

見
さ
れ
た
。
阿
倍
仲
麻
呂
と
と
も
に
第
八

回
遣
唐
使
の
一
員
と
し
て
唐
に
渡
り
、
現

地
で
亡
く
な
っ
た
井
真
成
と
い
う
留
学
生

の
墓
誌
石
で
あ
る
。 



遣唐使・井真成の墓誌蓋と墓誌石（39.5cm×39.5cm） 



井真成墓誌蓋拓本 



井真成墓誌蓋拓本 

贈

尚

衣 

奉

御

井 
府

君

墓 
誌

之

銘 



井真成墓誌拓本 



拓
本
は
ど
の
よ
う
に
し
て
作
る

か
？ 

 

①
石
碑
に
紙
を
貼
り
、
上
か
ら
墨

を
つ
け
る 

 

②
石
碑
に
墨
を
塗
り
、
紙
に
う
つ

す 

Q 



井真成墓誌拓本 捶拓 

http://www.k-38.com/jiaoxue_1.php?type=碑帖捶拓
http://www.k-38.com/jiaoxue_1.php?type=碑帖捶拓


井真成墓誌銘 

 

贈

尚

衣

奉

御

井

公

墓

誌

文

並

序

 
 

 

・ 
公

姓

井

字

真

成

國

号

日

本

才

稱

天

縦

故

能 

銜

命

遠

邦

馳

騁

上

國

蹈

禮

樂

襲

衣

冠

束

帶 

升

朝

難

與

儔

矣

豈

圖

強

學

不

倦

聞

道

未

終 

壑

遇

移

舟

隙

逢

奔

駟

以

開

元

廿

二

年

正

月 

十

日

乃

終

於

官

弟

春

秋

卅

六

 
 

 

皇

上 

悼

傷

追

崇

有

典
 

詔

贈

尚

衣

奉

御

葬

令

官 

給

即

以

其

年

二

月

四

日

窆

於

萬

年

縣

滻

水 

東

原

禮

也

嗚

呼

素

車

暁

引

丹

旐

行

衰

嗟

遠 

路

兮

頽

暮

日

指

窮

郊

兮

悲

夜

臺

其

辭

曰

・ 
 

憾

乃

天

常

哀

茲

遠

方

形

既

埋

於

異

土

魂

庶 

歸

於

故

郷

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 
（
灰
色
字
は
氣
賀
澤
保
規
博
士
の
推
定
） 



井真成墓誌銘 

唐
に
よ
り
手
厚
く
埋
葬
さ
れ
た
留
学
生 

  
公
、
姓
は
井
、
字
は
真
成
。
国
は
日
本

と
い
う
。
卓
越
し
た
才
能
に
よ
り
遠
国
か

ら
命
を
受
け
、
我
が
国
に
来
た
。
礼
を
わ

き
ま
え
、
身
な
り
も
正
し
く
、
朝
廷
に
昇

れ
ば
並
ぶ
者
も
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。 

 
贈
尚
衣
奉
御
井
公
墓
誌
文
並
序 

 



唐
に
よ
り
手
厚
く
埋
葬
さ
れ
た
留
学
生 

  
開
元
二
二
年(

西
暦
七
三
四
年)

正
月
■

日
、
官
舎
で
三
六
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

玄
宗
皇
帝
陛
下
は
そ
の
死
を
悲
し
ま
れ
、

尚
衣
奉
御
の
官
位
を
追
贈
し
て
葬
儀
を
行

わ
せ
、
同
年
二
月
四
日
に
万
年
県
滻
水
の

■
原
に
埋
葬
し
た
。 

 

贈
尚
衣
奉
御
井
公
墓
誌
文
並
序 

 



西暦 中国 日本 遣使 時代区分 
600年 隋文帝開皇20年 推古8年 第一回遣隋使 

遣隋使 
（日中交流の草創期） 

607年 隋煬帝大業 3年 15年 第二回遣隋使 
608年 4年 16年 第三回遣隋使 
614年 10年 22年 第四回遣隋使 
618年 隋が滅亡し、唐が建国 
630年 唐太宗貞観 4年 舒明2年 第一回遣唐使 

遣唐使 
（第一期 遣隋使の延長） 

653年 唐高宗永徽 4年 白雉4年 第二回遣唐使 
654年 5年 5年 第三回遣唐使 
659年 顕慶 4年 斉明5年 第四回遣唐使 
663年 白村江の戦い 
665年 麟徳 2年 天智4年 第五回遣唐使 

遣唐使 
（第二期 戦後処理の外交交渉） 

667年 乾封 2年 6年 途中帰国 
669年 総章 2年 8年 第六回遣唐使 

30年以上にわたり遣唐使の派遣を中断 
702年 武則天長安 2年 大宝2年 第七回遣唐使 

遣唐使 
（第三期 最盛期） 

717年 唐玄宗開元 5年 養老元年 第八回遣唐使 
733年 21年 天平5年 第九回遣唐使 
746年 天宝 5年 18年 中止 
752年 11年 天平勝宝4年 第十回遣唐使 
759年 唐粛宗乾元 2年 天平宝字3年 第十一回遣唐使 
762年 唐代宗宝応元年 6年 中止(二回) 
777年 大暦12年 宝亀8年 第十二回遣唐使 

遣唐使 
（第四期 衰退期） 

780年 唐徳宗建中元年 11年 第十三回遣唐使 
804年 貞元20年 延暦23年 第十四回遣唐使 
836年 唐文宗開成元年 承和5年 第十五回遣唐使 
894年 唐昭宗乾寧元年 寛平6年 中止 
907年 唐が滅亡 



東大寺要録所引延暦僧録勝宝感神聖武皇帝菩薩伝(京都大学附属図書館所蔵) 

 

遣
唐
使
や
留
学
生
た
ち
の
礼
儀
正
し
く

優
秀
な
ふ
る
ま
い
は
、
唐
王
朝
の
日
本
に

対
す
る
評
価
を
も
高
め
る
こ
と
に
な
る
。 

 

鑑
真
と
と
も
に
日
本
に
渡
っ
た
中
国
の

僧
・
思
託
が
、
延
暦
七
年
（
七
八
八 

年
）
に
著
し
た
『
延
暦
僧
録
』
に
は
、
唐

の
玄
宗
皇
帝
が
日
本
に
「
有
義
礼
儀
君
子

国
」
と
い
う
国
号
を
与
え
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。 

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/h311/image/01/h311s0025.html


東大寺要録所引延暦僧録 (明)杜大綬「唐明皇招飲李白圖巻」 

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/h311/image/01/h311s0025.html


東大寺要録所引延暦僧録 (明)杜大綬「唐明皇招飲李白圖巻」 

唐
の
玄
宗
皇
帝
か
ら
贈
ら
れ
た
国
号 

 

（
七
五
二
年
）
再
び
唐
へ
使
節
（
第
十
回

遣
唐
使
）
を
送
っ
た
。
一
行
は
長
安
に
到

着
す
る
と
、
旅
の
疲
れ
も
そ
の
ま
ま
に
宮

中
に
参
内
し
た
。 

 

延
暦
僧
録 

勝
宝
感
神
聖
武
皇
帝
菩
薩
伝 

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/h311/image/01/h311s0025.html


 

唐
の
玄
宗
皇
帝
か
ら
贈
ら
れ
た
国
号 

  

唐
の
玄
宗
皇
帝
は
「
か
の
国
に
優
れ
た

君
主
が
い
る
こ
と
は
、
そ
の
使
臣
の
振
る

舞
い
が
並
々
で
な
い
こ
と
を
見
れ
ば
わ
か

る
」
と
い
い
、
日
本
に
「
有
義
礼
儀
君
子

国
」
と
い
う
国
号
を
与
え
た
。
さ
ら
に
元

日
の
朝
賀
の
際
は
、
日
本
の
使
節
の
序
列

を
新
羅
の
上
位
に
据
え
る
よ
う
命
じ
た
。 

 

延
暦
僧
録 

勝
宝
感
神
聖
武
皇
帝
菩
薩
伝 

東大寺要録所引延暦僧録 

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/h311/image/01/h311s0025.html


 

遣
唐
使
は
、
唐
の
優
れ
た
人
材
も

日
本
に
招
来
し
た
。
右
の
像
は
、

第
十
回
遣
唐
使
が
招
来
し
た
唐
の

高
僧
で
あ
る
。
こ
の
高
僧
と
は
誰

か
？ 

 

①
玄
奘 

 

②
鑑
真 

Q 



鑑
真(

六
八
八
～
七
六
三) 

  
唐
の
高
僧
。
揚
州
江
陽
県
の
生
れ
。
当

時
、
日
本
で
は
官
許
を
得
ぬ
ま
ま
出
家
す

る
私
度
僧
尼
が
増
え
て
い
た
。
朝
廷
は
、

僧
尼
の
受
戒
制
度
を
整
え
る
た
め
に
、
第

九
回
遣
唐
使
の
際
に
僧
・
栄
叡(

よ
う
え
い)

を
同
行
さ
せ
、
揚
州
大
明
寺
の
鑑
真
に
日

本
へ
の
渡
航
を
要
請
し
た
。 

鑑真(688～763年) 



鑑
真(

六
八
八
～
七
六
三) 

  
鑑
真
は
日
本
の
要
請
に
応
じ
、
五
回
に

渡
っ
て
渡
航
を
企
て
た
が
、
い
ず
れ
も
失

敗
し
、
視
力
を
失
っ
た
。
そ
の
後
、
第
十

回
遣
唐
使
と
と
も
に
日
本
に
渡
り
、
僧
尼

の
受
戒
制
度
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
唐

招
提
寺
を
建
て
て
日
本
の
律
宗
の
開
祖
と

な
っ
た
。 

鑑真の墓(唐招提寺) 



遣
唐
使
に
は
、
使
節
や
留
学
生
ば

か
り
で
な
く
、
唐
の
先
進
的
な
技

術
を
学
ぶ
技
術
者
も
含
ま
れ
て
い

た
。
左
の
鑑
真
像
も
当
時
の
最
新

技
術
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

材
料
に
は
何
が
使
わ
れ
て
い
る

か
？ 

 

①
樹
脂 

 

②
木
材 

Q 



 

西
暦
六
〇
〇
年
か
ら
八
三
六
年
ま
で
の

二
三
六
年
の
間
に
、
遣
隋
使
は
四
回
、
遣

唐
使
は
十
五
回
派
遣
さ
れ
た
。 

 

そ
の
間
、
唐
・
新
羅
連
合
軍
と
の
戦
争

に
よ
っ
て
一
時
中
断
は
あ
っ
た
も
の
の
、

遣
唐
使
を
通
じ
て
大
陸
の
先
進
的
な
制
度

や
文
化
が
取
り
入
れ
た
倭
は
、
や
が
て
国

号
も
「
日
本
」
と
改
め
、
遣
使
や
留
学
生

た
ち
の
礼
儀
正
し
い
態
度
と
も
相
俟
っ
て

唐
王
朝
か
ら
も
「
君
子
の
国
」
と
称
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 



参
考
文
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 •
東
野
治
之
『
遣
唐
使
』(

岩
波
新
書 
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〇

〇
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年) 

•

上
田
雄
『
遣
唐
使
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海
』(
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思
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六
年) 

•

専
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西
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学
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ク
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編
『
遣
唐
使
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中
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日

本
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朝
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二
〇
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年) 

•
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勇
『
唐
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見
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遣
唐
使
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新
書
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エ 

一
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八
年) 

 

映
像
資
料 

 •

Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
「
日
本
と
朝
鮮
半
島
二
〇

〇
〇
年 

第
四
集 

そ
し
て
日
本
が
生
ま
れ

た
」(

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
二
〇
〇
九
年
七
月
二

六
日
放
送) 

 


